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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

２

法
第
四
十
九
条
第
一
号
イ
の
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ

る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

使
用
水
量
の
算
出
の
根
拠
を
記
載
し
た
図
書

二

河
川
区
域
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

六
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
河

川
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）内
の
土
地
に
お
い
て

工
作
物
の
新
築
又
は
改
築
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
河
川
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設
省
令
第

七
号
）
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
図
書

三

工
作
物
の
工
事
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
図
書

（
河
川
区
域
内
の
土
地
に
お
い
て
工
作
物
の
新
築
又

は
改
築
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
河
川
法
施
行
規

則
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
表
法
第
四
十
四
条
第

一
項
の
ダ
ム
以
外
の
工
作
物
の
新
築
又
は
改
築
に
関

す
る
工
事
計
画
の
項
に
掲
げ
る
図
書
）

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書

（
特
定
水
力
発
電
事
業
が
利
用
す
る
流
水
に
係
る
水
利

使
用
の
内
容
に
関
す
る
記
載
事
項
）

第
二
条

法
第
四
十
九
条
第
一
号
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
特
定
水
力
発
電
事
業
が
利
用
す
る
流

水
に
係
る
水
利
使
用
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

水
系
及
び
河
川
の
名
称

二

許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の

氏
名
）

三

水
利
使
用
の
目
的

四

許
可
水
量

五

許
可
期
間

六

取
水
口
又
は
注
水
口
の
位
置

七

許
可
に
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
条
件

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
八
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
七
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
料
理
士
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

船
舶
料
理
士
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
料
理
士
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
運
輸
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
第
三
号
ロ
」
を
「
次
号
ロ
」
に
、「
に
あ
つ
て
は
、
六
月
以
上
」
を
「
又
は
調
理
師
、
栄
養
士
そ

の
他
同
号
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
三
月
以
上
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
者
又
は
調
理
師
、
栄
養
士
そ
の
他
同
号
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
二
号

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類

第
四
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
三
条
中
「
第
二
条
第
三
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
一

項
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「１

上
記
省
令
第
２
条
第
２
号
に
該
当
す
る
経
験
（
乗
組
み
船
舶
の
名
称
及
び
専
ら
調
理
に
関
す

る
業
務
に
従
事
し
た
期
間

）」を
「１

上
記
省
令
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
該
当
す
る
経
験
（
乗
組
み
船
舶
の
名
称
及

び
専
ら
調
理
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
）
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
旨

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
八
号

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
都
市
鉄
道

等
利
便
増
進
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
九
号
に
基
づ
き
、
都
市
鉄
道
等
利

便
増
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
二
号
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
五
号
様
式
中
12
を
削
り
、
13
を
12
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
三
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
九
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
四
十
九
条
第
一
号
イ
及
び
同
号
ロ
並
び
に
第
七
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
省
令
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

特
定
水
力
発
電
事
業
関
係
総
合
特
別
区
域
法
施
行

規
則

（
特
定
水
利
使
用
計
画
の
記
載
事
項
等
）

第
一
条

総
合
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

四
十
九
条
第
一
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
特
定
水
力
発
電
事
業
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
水

力
発
電
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
水
利
使
用

（
同
条
に
規
定
す
る
水
利
使
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

水
系
及
び
河
川
の
名
称

二

発
電
の
目
的
及
び
電
力
の
用
途

三

最
大
取
水
量
、
最
大
使
用
水
量
及
び
常
時
使
用
水

量
、
最
大
有
効
落
差
及
び
常
時
有
効
落
差
、
最
大
理

論
水
力
及
び
常
時
理
論
水
力
並
び
に
最
大
出
力
及
び

常
時
出
力

四

発
電
施
設
の
位
置
及
び
構
造

五

水
利
使
用
の
期
間

六

工
期

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号

平
成
九
年
九
月
二
十
六
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の

国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の
議

定
書
」
の
附
属
書
×
の
一
部
は
、
同
条
約
第
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
同
改
正
は
、
同
条
の

規
定
に
従
い
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

（
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
書
簡
）

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

一

第
十
三
規
則
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

こ
の
第
十
三
規
則
の
規
定
の
適
用
上
、
排
出
規
制
海
域
は
、
次
の
も
の
と
す
る
。

6.1

付
録
Ø
に
規
定
す
る
座
標
に
よ
つ
て
定
め
る
北
米
海
域

6.2

付
録
Ô
に
定
め
る
基
準
及
び
手
続
に
従
い
国
際
海
事
機
関
が
指
定
す
る
そ
の
他
の
全
て
の
海
域
（
全
て
の
港

を
含
む
。）
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